
 
 
 

新年度第 1 回目の仙台宮城野ＲＣ例会が開催されました。会員

ー1 名と多くの皆様に出席頂きました。開会点憧の後、会長・幹事バッチの交換が行われ、新年度がスタート

致しました。西澤会長、伊藤幹事、1 年間宜しくお願い致します。
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私が考えておりました“ロータリー”とは、会員と会員の和を持って人生を楽しむ事に

あります。

 今回の国際ロータリー会長レイ・クリンギンスミス氏は「地域を育み、大陸をつなぐ」と

いう壮大なテーマを掲げております。これを

てみましょう。とてもこの

共のような小さなロータリークラブにおいては、このような壮大な目標は重荷になるだけ

でこのようなテーマの実践は困難な事のように思えてなりません。

しかし、幸い

ータリークラブでのメークアップを行ってきたと聞いております。また、数年前から韓国のロータリークラブとの親睦交流を持っ

てきました。「大陸をつなぐ」を少しずつ実践している感があり、国際化に向けて大きな前進の様に感じております。もっと多く

のクラブ員が海外でのロータリーを楽しんで頂ければ幸いと思っています。

 一方、「地域を育む」事は、これまでの 16

 すなわち今年度の我々のロータリークラブのモットーは目的を持って行動を起こし、実行していくことであり、出来ることを少

しずつ行う事でクラブの充実を図ることであると考えています。

１． さて、第一に取り組まねば成らぬ事は、クラブ管理運営委員会の設立であります。これは、現在行っている理事会とプロ

グラム委員会、親睦委員会、出席委員会を合わせたものを考えて頂ければよいと思います。現在の理事会で代行できるも

のかと考えています。人数構成の少ないクラブでは委員長の兼任は避けなくてはなりません。委員会を少なくして計画を

作成する事が必要です。 

２． 第二は、奉仕プロジェクト委員会の立ち上げです。従来の職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の三大奉仕委員会を一括し

たものとして考えて欲しいと思います。今までの三大奉仕委員長・副委員長が横のつながりを行い、

ロジェクトを作成し、お互いの協力、分担を行い、プロジェクトの達成に向け、方向付けをして頂ければ良いと思っていま

す。 

３． 次に会員増強についてです。毎年、話題になり消息してはまた復活するのがこのテーマです。毎年のスタートに合わせ

て何とか会員の獲得を試みる努力が必要であります。必ずしも多数の

人、友人、部下、上司とよく話し合い、ある程度の強制力をもって入会を勧めて頂く事が必要と思います。

   会員増強委員会のみならず、過去の会長経験者、また次年度、次々年度の会長エレクトには何とか自分の部下を育成

する気持ちで勧誘をして頂く事が必要となるでしょう。

４． ロータリー財団に関しては、不明の点が多くあり、仕分け人の様な管理システムを立ち上げ、金の使い道を明確化する

必要があります。不透明の金の流れはあまり気持ちのいいものではありません。ロータリーの設立等には逆

メリカの言いなりではなく、日本の、日本人のロータリークラブの支援があって後、国際ロータリーがあるのではないかと思

っています。その点では日本人の財団のひとつである米山記念奨学会にもっと関心を払う努力が必要であると思います。

５． １年間のスケジュールを作成しましたが、全員が楽しんで例会に出席する環境づくりをするのが私の務めと考えていま

す。そのためには、卓話の講演者の推選を頂き、充実した内容の話を聞ける事が必要です。プログラム委員の方々にはく

れぐれもご協力を頂き、楽しい卓話が聞けるようにお願いいた

な会の運営が可能となります。毎年１回は各ロータリー強化月間があり、該当の委員長・副委員長に卓話をお願いする事

になると思います。宜しくお願い申し上げます。

６． 最後に会の運営にあたり、独断ですが副会長を３名にして頂きました。毎月１回ずつ、副会長の責任で会を運営して頂

く事になるかと思います。 

   全員で楽しく知恵を出し合い、友情と協力をもって楽しい１年にしていきたいと存じますので、宜しくご協力下さい。

回目の仙台宮城野ＲＣ例会が開催されました。会員 26 名中 22 名、新入会員予定の

名と多くの皆様に出席頂きました。開会点憧の後、会長・幹事バッチの交換が行われ、新年度がスタート

年間宜しくお願い致します。 

2011 年度 会長方針   会 長  西澤 

私が考えておりました“ロータリー”とは、会員と会員の和を持って人生を楽しむ事に

あります。 

今回の国際ロータリー会長レイ・クリンギンスミス氏は「地域を育み、大陸をつなぐ」と

いう壮大なテーマを掲げております。これを 2520 地区のロータリーに当てはめて考え

てみましょう。とてもこの 1 年では何をなすか、何が出来るか全く判りません。まして、私

共のような小さなロータリークラブにおいては、このような壮大な目標は重荷になるだけ

でこのようなテーマの実践は困難な事のように思えてなりません。

しかし、幸い 2010 年 5 月には数名の我がクラブの有志がアメリカニューヨーク市のロ

ータリークラブでのメークアップを行ってきたと聞いております。また、数年前から韓国のロータリークラブとの親睦交流を持っ

てきました。「大陸をつなぐ」を少しずつ実践している感があり、国際化に向けて大きな前進の様に感じております。もっと多く

のクラブ員が海外でのロータリーを楽しんで頂ければ幸いと思っています。 

16 年間のクラブの活動を見て頂ければ合格点以上のものがあると思っています。

の我々のロータリークラブのモットーは目的を持って行動を起こし、実行していくことであり、出来ることを少

しずつ行う事でクラブの充実を図ることであると考えています。 

さて、第一に取り組まねば成らぬ事は、クラブ管理運営委員会の設立であります。これは、現在行っている理事会とプロ

グラム委員会、親睦委員会、出席委員会を合わせたものを考えて頂ければよいと思います。現在の理事会で代行できるも

のかと考えています。人数構成の少ないクラブでは委員長の兼任は避けなくてはなりません。委員会を少なくして計画を

第二は、奉仕プロジェクト委員会の立ち上げです。従来の職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の三大奉仕委員会を一括し

たものとして考えて欲しいと思います。今までの三大奉仕委員長・副委員長が横のつながりを行い、

、お互いの協力、分担を行い、プロジェクトの達成に向け、方向付けをして頂ければ良いと思っていま

次に会員増強についてです。毎年、話題になり消息してはまた復活するのがこのテーマです。毎年のスタートに合わせ

て何とか会員の獲得を試みる努力が必要であります。必ずしも多数の入会が目的ではありませんが、各会員が何とか隣

人、友人、部下、上司とよく話し合い、ある程度の強制力をもって入会を勧めて頂く事が必要と思います。

会員増強委員会のみならず、過去の会長経験者、また次年度、次々年度の会長エレクトには何とか自分の部下を育成

する気持ちで勧誘をして頂く事が必要となるでしょう。 

ロータリー財団に関しては、不明の点が多くあり、仕分け人の様な管理システムを立ち上げ、金の使い道を明確化する

必要があります。不透明の金の流れはあまり気持ちのいいものではありません。ロータリーの設立等には逆

メリカの言いなりではなく、日本の、日本人のロータリークラブの支援があって後、国際ロータリーがあるのではないかと思

っています。その点では日本人の財団のひとつである米山記念奨学会にもっと関心を払う努力が必要であると思います。

１年間のスケジュールを作成しましたが、全員が楽しんで例会に出席する環境づくりをするのが私の務めと考えていま

す。そのためには、卓話の講演者の推選を頂き、充実した内容の話を聞ける事が必要です。プログラム委員の方々にはく

れぐれもご協力を頂き、楽しい卓話が聞けるようにお願いいたします。皆様から年間お１人でもご推薦して頂くことで、円滑

な会の運営が可能となります。毎年１回は各ロータリー強化月間があり、該当の委員長・副委員長に卓話をお願いする事

になると思います。宜しくお願い申し上げます。 

最後に会の運営にあたり、独断ですが副会長を３名にして頂きました。毎月１回ずつ、副会長の責任で会を運営して頂

全員で楽しく知恵を出し合い、友情と協力をもって楽しい１年にしていきたいと存じますので、宜しくご協力下さい。

名、新入会員予定の 3 名、ビジタ

名と多くの皆様に出席頂きました。開会点憧の後、会長・幹事バッチの交換が行われ、新年度がスタート

 義彦 

私が考えておりました“ロータリー”とは、会員と会員の和を持って人生を楽しむ事に

今回の国際ロータリー会長レイ・クリンギンスミス氏は「地域を育み、大陸をつなぐ」と

地区のロータリーに当てはめて考え

年では何をなすか、何が出来るか全く判りません。まして、私

共のような小さなロータリークラブにおいては、このような壮大な目標は重荷になるだけ

でこのようなテーマの実践は困難な事のように思えてなりません。 

月には数名の我がクラブの有志がアメリカニューヨーク市のロ

ータリークラブでのメークアップを行ってきたと聞いております。また、数年前から韓国のロータリークラブとの親睦交流を持っ

てきました。「大陸をつなぐ」を少しずつ実践している感があり、国際化に向けて大きな前進の様に感じております。もっと多く

年間のクラブの活動を見て頂ければ合格点以上のものがあると思っています。 

の我々のロータリークラブのモットーは目的を持って行動を起こし、実行していくことであり、出来ることを少

さて、第一に取り組まねば成らぬ事は、クラブ管理運営委員会の設立であります。これは、現在行っている理事会とプロ

グラム委員会、親睦委員会、出席委員会を合わせたものを考えて頂ければよいと思います。現在の理事会で代行できるも

のかと考えています。人数構成の少ないクラブでは委員長の兼任は避けなくてはなりません。委員会を少なくして計画を

第二は、奉仕プロジェクト委員会の立ち上げです。従来の職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の三大奉仕委員会を一括し

たものとして考えて欲しいと思います。今までの三大奉仕委員長・副委員長が横のつながりを行い、クラブとして新しいプ

、お互いの協力、分担を行い、プロジェクトの達成に向け、方向付けをして頂ければ良いと思っていま

次に会員増強についてです。毎年、話題になり消息してはまた復活するのがこのテーマです。毎年のスタートに合わせ

入会が目的ではありませんが、各会員が何とか隣

人、友人、部下、上司とよく話し合い、ある程度の強制力をもって入会を勧めて頂く事が必要と思います。 

会員増強委員会のみならず、過去の会長経験者、また次年度、次々年度の会長エレクトには何とか自分の部下を育成

ロータリー財団に関しては、不明の点が多くあり、仕分け人の様な管理システムを立ち上げ、金の使い道を明確化する

必要があります。不透明の金の流れはあまり気持ちのいいものではありません。ロータリーの設立等には逆行しますが、ア

メリカの言いなりではなく、日本の、日本人のロータリークラブの支援があって後、国際ロータリーがあるのではないかと思

っています。その点では日本人の財団のひとつである米山記念奨学会にもっと関心を払う努力が必要であると思います。 

１年間のスケジュールを作成しましたが、全員が楽しんで例会に出席する環境づくりをするのが私の務めと考えていま

す。そのためには、卓話の講演者の推選を頂き、充実した内容の話を聞ける事が必要です。プログラム委員の方々にはく

します。皆様から年間お１人でもご推薦して頂くことで、円滑

な会の運営が可能となります。毎年１回は各ロータリー強化月間があり、該当の委員長・副委員長に卓話をお願いする事

最後に会の運営にあたり、独断ですが副会長を３名にして頂きました。毎月１回ずつ、副会長の責任で会を運営して頂

全員で楽しく知恵を出し合い、友情と協力をもって楽しい１年にしていきたいと存じますので、宜しくご協力下さい。 



 

2010-2011 年度 幹事方針   幹 事  伊藤 英実 

クラブ幹事の最も重要な役割は、「クラブが効果的に機能するよう援助すること」と、昨

年頂いた「クラブ幹事要覧」に記されております。入会から日が浅く、ロータリアンとして

の知識も経験も少ない私ですが、折角頂いた機会ですので精一杯務めさせて頂きま

す。会員一人ひとり皆様の絶大なるご支援とご協力をお願い申し上げます。 

さて、本年度会長がモットーとする「目的を持って行動を起こし、実行していく。出来る

ことを少しずつ行うことでクラブの充実を図る」を具現化していく為に、下記の事項に取

組んで参ります。 

１．効果的・効率的なクラブ運営を行うために、各会員・委員会と協働して活動します。 

２．奉仕活動について、「仙台宮城野ＲＣ」ならではの、また地域に認知されるようなプロジェクトを具現化、実行していくよう活

動します。 

３．通年のテーマでもあります会員増強については、委員会だけに任せるのではなく、全会員の共通課題として活動します。 

４．米山記念奨学会を中心とした寄付活動を強化します。 

５．毎週１回、月に４回会員が一同に会する機会である「例会」の効果的・効率的な設営・運営に努力し充実した例会になるよ

う活動します。 

 
ニコニコＢＯＸ（7/1） 

西澤会長…これから 1 年宜しくお願いします。よく学べ、よく遊べです。 

堀籠会員…西澤会長・伊藤幹事宜しくお願いします。新妻さん、佐藤さん 1 年間お疲れさまでした。 

佐藤(文)会員…西澤会長、伊藤幹事本日より 1 年間宜しくお願い致します。親睦委員長として微力ながらお支

えさせて頂く所存です。 

鈴木会員…西澤会長、伊藤幹事宜しくお願い致します。 

冨田会員…西澤会長、伊藤幹事今年度宜しくお願い致します。新妻会長、佐藤幹事 1 年間本当に御苦労さま

でした。 

新妻会員…西澤会長、伊藤幹事 1 年間ご指導宜しくお願いします。 

羽田野会員…西澤会長、伊藤幹事これから 1 年宜しく、我々を引っ張って行って下さい。 

松井会員…拙い副会長ですが 1 年間宜しくお願いします。 

森川会員…先日の納会は出席できず申訳ありませんでした、新妻会長、佐藤幹事 1 年間ありがとうございま

した。西澤会長、伊藤幹事 1 年間宜しくお願い致します。 

八重樫会員…西澤会長・伊藤幹事 1 年間宜しくお願いします。 

2010－2011 年７月度定例理事会 議事録 
2010/07/01 13:30～14:00 

１．新入会員（３名）・退会会員（２名）について 

  →異議なく了承。入会日は 2010/07/08 とする。また、３名は親睦委員会に配属。 

２．役員変更について 

  →年度末退会２名の関係で会場監督を丹治会員、副会場監督を鈴木会員、森川

会員、佐藤（文）会員に変更する。異議なく了承。 

３．移動夜間例会「新入会員歓迎会」（７/１５ 18:30～大観楼）について 

  →新入会員からは会費徴収せず。異議なく了承。 

４．クラブ協議会（７/２２ 13：30～ラボーヌ）について 

  →大平Ｇ補佐に例会から出席頂き開催する。各委員長は来週の例会時までに委員

会方針を提出のこと。異議なく了承。 

５．前期分クラブ会費について 

  →今回はテストケースとして「にこにこ資金」を徴収せず、会員の自主性に委ねる。

異議なく了承。 

６．部会費クラブ補助について。 

  →休会中の野球部会以外の２部会（麻雀・ゴルフ）に５万円ずつ補助する。異議なく

了承。 

７．国際奉仕委員会の取組について。 

  →提案通り、異議なく了承。 

８．事務局で使用の複合機購入について 

  →異議なく了承。 

９．ゴルフ部の東ＲＣとの合同コンペについて 

  →会員に案内し、希望者が参加する。 

2009-2010 年度 
100％出席表彰 
 
堀籠 春一 会員 
安藤 典夫 会員 
千葉 健 会員 
羽田野 昌弘 会員 
小泉 智夫 会員 
茂住 忠雄 会員 
新妻 博敏 会員 
西澤 義彦 会員 
佐藤 優昭 会員 
澤田 一幸 会員 
丹野 憲二 会員 
冨田 和彦 会員 
高橋 良一 会員 
八重樫 義男 会員 
横山 昭一 会員 
 

15 名の方に皆出席記

念品が贈呈されました。 
今年度も 100％目指し

て宜しくお願いします。 


